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研
究
ノ
ー
ト

死
刑
制
度
を
考
え
る

鶏
　
内
　
泰
　
寛

序
　
二
〇
一
四
年
三
月
二
十
七
日
、
静
岡
地
裁
が
一
九
六
六
年
に
一
家
四
人
が
殺
害
、
放
火
さ
れ
た
「
袴
田
事
件
」
の
再
審
開
始
を
認
め
た

と
い
う
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
は
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
も
、
弘
前
大
学
教
授
夫
人
殺
人
事
件
（
一

九
七
七
年
無
罪
確
定
）、
甲
山
事
件
（
一
九
九
九
年
無
罪
確
定
）、
財
田
川
事
件
（
一
九
八
四
年
無
罪
確
定
）、
島
田
事
件
（
一
九
八
九
年

無
罪
確
定
）、
松
山
事
件
（
一
九
八
四
年
無
罪
確
定
）、
足
利
事
件
（
二
〇
〇
九
年
無
罪
確
定
）
な
ど
多
く
の
冤
罪
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
私
た
ち
も
一
つ
間
違
え
れ
ば
、
有
ら
ぬ
罪
で
犯
罪
者
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
刑
事
事
件
に
お

い
て
起
訴
さ
れ
た
事
件
の
有
罪
率
は
、
九
九
・
九
二
％
（
二
〇
〇
六
年
）
と
驚
く
ほ
ど
の
高
さ
が
あ
る
。
単
純
に
考
え
る
と
日
本
警
察
の

優
秀
さ
と
み
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
は
た
し
て
そ
れ
は
正
し
い
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
九
年
に
大
阪
地
方
検
察
庁
特
別
捜
査
部

が
、
障
害
者
団
体
向
け
の
郵
便
料
金
の
割
引
制
度
の
不
正
利
用
が
あ
っ
た
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
の
元
局
長

　
村
木
厚
子
氏
と
「
障
害
者

団
体
」
会
長
の
倉
沢
邦
夫
氏
、
発
起
人
で
幹
部
の
河
野
克
史
氏
が
逮
捕
さ
れ
た
障
害
者
郵
便
制
度
悪
用
事
件
（
二
〇
一
〇
年
無
罪
判
決
）

で
は
、
押
収
さ
れ
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
が
検
事
に
よ
り
捏
造
さ
れ
た
こ
と
が
発
覚
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
考
え
た
時
、
裁
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判
に
お
け
る
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」
の
原
則
は
本
当

に
忠
実
に
判
断
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
、

有
ら
ぬ
罪
で
犯
罪
者
と
な
り
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
者
が
、
一
人
も

な
い
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
た
ち
宗
教
者
は
、
こ
の
問
題

に
ど
う
答
え
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

国
際
社
会
の
流
れ

　
死
刑
存
置
・
廃
止
国
の
状
況
（
二
〇
一
三
年
）
で
あ
る
が
、
法

律
上
・
事
実
上
の
廃
止
国
数
は
一
四
〇
カ
国
に
上
る
。
そ
の
う
ち
、「
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
に
対
し
て
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
国
の
数
は
九
十

八
カ
国
」、「
通
常
の
犯
罪
に
対
し
て
の
み
死
刑
を
廃
止
し
て
い
る
国
の
数
は
七
カ
国
」、「
事
実
上
の
死
刑
廃
止
国
の
数
は
三
十
五
カ
国
」

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
法
律
上
ま
た
は
事
実
上
の
死
刑
廃
止
国
の
数
が
世
界
全
体
の
約
七
十
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
死
刑
存
置
国
数
は
五
十
八
カ
国
で
、
そ
の
う
ち
二
〇
一
三
年
に
死
刑
を
執
行
し
た
国
は
日
本
を
含
め
二
十
一
カ
国
に
す
ぎ
な
い
。

　
さ
ら
に
、
先
進
国
が
加
盟
し
て
い
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
三
十
四
カ
国
の
中
で
死
刑
制
度
を
存
置
し
て
い
る
国
は
、
日

本
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
の
三
カ
国
の
み
で
あ
る
。
韓
国
は
、
一
九
九
七
年
十
二
月
以
降
死
刑
が
執
行
さ
れ
て
お
ら
ず
事
実
上
の
死
刑
廃
止

国
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
も
十
八
州
で
死
刑
の
廃
止
、
ま
た
は
停
止
さ
れ
て
お
り
、
国
家
と
し
て
死
刑
を
完
全
に
認
め
て
い
る
の
は
日
本
だ

け
で
あ
る
。

行
刑
の
理
念
と
は

　
周
知
の
と
お
り
、
現
在
日
本
で
は
、
刑
法
十
一
条
第
一
項
に
「
死
刑
は
、
刑
事
施
設
内
に
お
い
て
、
絞
首
し
て
執
行
す
る
」
と
あ
り
、

※
１

【日本の裁判有罪率】
年 有罪率

1950～1951年 98.30％
1957～1975年 99.04～99.83％
1976～1985年 99.84～99.88％
1986～1995年 99.89～99.95％
1996年 99.96％
1997年 99.96％
1998年 99.95％
1999年 99.95％
2000年 99.94％
2001年 99.94％
2002年 99.93％
2003年 99.92％
2004年 99.91％
2005年 99.93％
2006年 99.92％
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絞
首
刑
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
死
刑
判
決
確
定
後
六
カ
月
以
内
に
、
法
務
大

臣
が
執
行
を
命
令
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
法
務
大
臣

の
理
念
や
、
再
審
請
求
な
ど
に
よ
り
、
死
刑
確
定
か
ら
執
行
ま
で
そ
れ
以
上
の
年
月

が
か
か
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
昭
和
八
年
（
一
九
九
三
）
制
定
の
行
刑
累
進
処
遇
令
（
司
法
省
令
）
の
一
条
に
は

「
本
令
は
受
刑
者
の
改
悛
を
促
し
其
の
発
奮
努
力
の
程
度
に
従
ひ
て
処
遇
を
緩
和
し

受
刑
者
を
し
て
漸
次
社
会
生
活
に
適
応
せ
し
む
る
を
以
て
其
の
目
的
と
す
る
」
と
定

め
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
の
名
古
屋
刑
務
所
に
お
け
る
受
刑
者
死
傷
事
案
を
契
機
と

し
て
、
行
刑
の
見
直
し
が
図
ら
れ
、
有
識
者
に
よ
り
行
刑
改
革
会
議
提
言
書
（
二
〇

〇
三
年
十
二
月
二
十
二
日
）
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
も
「
我
が
国
の
行
刑
は
、
受

刑
者
を
一
定
の
場
所
に
拘
禁
し
て
社
会
か
ら
隔
離
し
、
そ
の
自
由
を
剥
奪
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
改
善
更
生
及
び
円
滑
な
社
会
復
帰
を
図
る
と
い
う
基
本
的
理
念
に
基
づ

き
行
わ
れ
て
き
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
行
刑
の
執
行
が
単
な
る
自
由
の
剝

奪
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
受
刑
者
の
改
善
更
生
・
社
会
復
帰
を
も
目
指
す
も
の

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
治
国
家
で
あ
る
日
本
で
は
、
拷
問
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
死
を
以
っ
て
償
う
と
い
う
死
刑
そ
の
も
の
は
、
こ
の
行
刑
の
理

念
か
ら
も
逸
脱
す
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
過
去
十
年
の
日
本
で
の
死
刑
実
施
件
数
は
、

次
の
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
に
死
刑
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
江

田
五
月
法
務
大
臣
と
平
岡
秀
夫
法
務
大
臣
の
両
氏
が
死
刑
に
慎
重
派
で
あ
っ
た
た
め
、

【死刑囚収容施設毎の年別死刑執行の一覧】
年 札幌 仙台 東京 名古屋 大阪 広島 福岡 累計
2004年 0 0 0 0 1 0 1 2
2005年 0 0 0 0 1 0 0 1
2006年 0 0 2 0 1 1 0 4
2007年 0 0 5 1 2 0 1 9
2008年 0 1 7 0 5 0 2 15
2009年 0 0 2 2 2 0 1 7
2010年 0 0 2 0 0 0 0 2
2011年 0 0 0 0 0 0 0 0
2012年 0 1 2 0 1 1 2 7
2013年 0 0 5 1 2 0 0 8
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死
刑
執
行
命
令
を
下
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
り
、
死
刑
執
行
〇
件
は
十
九
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
刑
法
学
者
の
ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
は
、
刑
罰
が
「
最
も
大
き
な
効
果
を
及
ぼ
す
の
は
、
刑
罰
の
強
さ
で
は
な
く
刑
罰
の
長
さ
で
あ
る
」
と
し

て
い
る
。
重
罪
者
を
死
刑
に
す
る
よ
り
、
終
身
刑
に
す
る
こ
と
が
、
重
罪
者
の
自
由
を
奪
い
、
生
涯
に
わ
た
る
懺
悔
を
持
た
せ
、
労
働
に

よ
る
被
害
者
へ
の
賠
償
を
さ
せ
る
上
で
も
有
益
だ
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
犯
罪
が
死
刑
に
比
べ
長
く
の
間
、
社
会
的
に
認
知

さ
れ
る
効
果
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

犯
罪
人
引
渡
条
約

　
日
本
は
、
一
九
八
〇
年
に
日
米
犯
罪
人
引
渡
条
約
を
締
結
、
二
〇
〇
二
年
に
日
韓
犯
罪
人
引
渡
条
約
を
締
結
し
、
発
効
し
た
。
二
〇
一

四
年
現
在
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
韓
国
の
二
カ
国
と
の
み
犯
罪
人
引
渡
条
約
を
結
ん
で
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
一
五
カ
国
、
ア
メ
リ
カ
の

六
十
九
カ
国
、
韓
国
の
二
十
五
カ
国
に
比
べ
て
極
め
て
少
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
犯

罪
人
引
渡
条
件
の
中
に
は
、
ど
の
よ
う
な
反
人
倫
的
な
犯
罪
を
お
か
し
た
と
し
て
も
死
刑
を
執
行
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
犯
人
に
は
死
刑
を
執
行
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
国
内
の
行
刑
で

も
し
死
刑
を
求
刑
さ
れ
た
と
し
て
も
、
執
行
で
き
な
い
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
犯
人

は
、
死
刑
を
執
行
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
国
際
問
題
と
し
て
執
行
で
き
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
日

本
の
最
高
刑
で
あ
る
死
刑
が
、
国
内
と
国
外
で
の
逮
捕
に
よ
り
差
異
が
生
じ
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

国
内
世
論

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
国
内
世
論
は
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
の
世
論
調
査
を
み
る
と
死
刑
存
置
は
、
八
十
五
・

六
％
と
い
う
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
死
刑
を
廃
止
す
る
と
凶
悪
な
犯
罪
が
増
加
す
る
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
は
、
六
十
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三
・
八
％
と
、
死
刑
が
犯
罪
抑
止
に
繋
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際

に
死
刑
に
よ
る
犯
罪
抑
止
力
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
。

韓
国
の
殺
人
件
数
の
推
移
を
見
て
頂
き
た
い
。
韓
国
で

は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
死
刑
存
置
国
（
二
〇
一
〇
年

二
月
、
憲
法
裁
判
所
は
、
合
憲
五
対
違
憲
四
で
死
刑
を

合
憲
と
し
て
い
る
）
で
あ
り
な
が
ら
一
九
九
七
年
の
死

刑
を
最
後
に
一
九
九
八
年
以
降
死
刑
は
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
国
民
世
論
も
死
刑
に
つ

い
て
六
十
％
以
上
が
死
刑
存
置
を
望
ん
で
い
る
点
で
、

日
本
と
同
じ
よ
う
な
背
景
が
あ
る
。
さ
て
、
犯
罪
抑
止

力
を
考
え
る
点
で
注
目
し
た
い
の
が
、
韓
国
は
一
九
九

七
年
に
死
刑
を
執
行
し
て
い
る
が
、
翌
年
は
一
七
七
件

の
殺
人
事
件
の
増
加
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
死
刑
そ
の

も
の
が
犯
罪
の
抑
止
効
果
に
直
接
繋
が
る
と
は
言
い
切

れ
な
い
の
で
あ
る
。

【死刑を廃止すると凶悪な犯罪が増えるか？】
年 増える 増えない 一概に言えない わからない

1989年 67.00％ 12.40％ 16.20％ 4.40％
1994年 52.30％ 12.00％ 30.80％ 4.90％
1999年 54.40％ 8.40％ 32.40％ 4.80％
2004年 60.30％ 6.00％ 29.00％ 4.80％
2009年 63.30％ 9.60％ 28.00％

【死刑存廃をめぐる意見】　
年 廃止 存置 その他

1956年 18.00％ 65.50％ 17.00％
1967年 16.60％ 70.50％ 13.00％
1975年 20.70％ 56.90％ 22.40％
1980年 14.30％ 62.30％ 23.40％
1989年 15.70％ 66.50％ 17.80％
1994年 13.60％ 73.80％ 12.60％
1999年 8.80％ 79.30％ 11.90％
2004年 6.00％ 81.40％ 12.60％
2009年 5.70％ 85.60％ 8.60％
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終
身
刑

　
死
刑
存
置
者
の
中
に
は
、
死
刑

と
無
期
懲
役
の
間
に
あ
る
終
身
刑

を
求
め
る
意
見
も
あ
る
。
現
行
の

日
本
に
お
け
る
行
刑
で
は
、
死
刑

の
次
に
重
い
の
は
無
期
懲
役
で
、

終
身
刑
と
い
う
も
の
の
存
在
は
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
実
の
と
こ
ろ
事
実
上
の

終
身
刑
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。

オ
ウ
ム
真
理
教
の
元
教
団
幹
部
の
一
人
に
出
さ
れ
た
判
決
の
中
で
、「
仮
釈
放
を
認
め
な
い
終
身
に
近
い
無
期
懲
役
、
事
実
上
の
終
身
刑

が
相
当
」（
平
成
十
五
年
九
月
判
決
、
東
京
高
裁
）
と
い
う
も
の
で
、
仮
釈
放
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
条
件
を
つ
け
て
無
期
懲
役

判
決
を
下
す
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
日
本
で
も
公
然
の
量
刑
と
し
て
終
身
刑
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

冤
罪
問
題

　
死
刑
廃
止
を
求
め
る
人
々
の
意
見
の
中
心
に
冤
罪
問
題
が
存
在
す
る
。
裁
判
は
、
人
間
が
人
間
を
裁
く
も
の
で
あ
り
、
間
違
い
や
意
図

的
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
罪
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
文
頭
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
も
罪
な
き
人
に
対
し
死
刑
を
求
刑
し
た

と
い
う
事
例
が
実
際
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
以
降
、
死
刑
を
求
刑
さ
れ
無
罪
に
な
っ
た
事
件
（
一
審
で
の
死
刑
求
刑
後
無

【韓国における死刑に対する国民世論】
年 死刑存置 死刑廃止

1994年 70％ 20％
1999年 50％ 43％
2001年 54.60％ 31.30％
2003年 52.30％ 40.10％
2004年 66.30％ 30.90％
2009年 64.10％ 13.20％

【韓国における殺人件数の推移】
年 件数 死刑執行 注目箇所

1997年  789 あり
1998年  966 なし 増加
1999年  984 なし
2000年  964 なし
2001年 1064 なし
2002年  983 なし
2003年 1011 なし
2004年 1082 なし
2005年 1091 なし
2006年 1064 なし
2007年 1124 なし
2008年 1120 なし
2009年 1390 なし
2010年 1262 なし
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罪
、
死
刑
確
定
後
の
無
罪
）
は
、
少
な
く
と
も
十
五
件
を
超
え
る
。
殊
に
、
飯
塚
事
件
に
お
い
て
は
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
今
日
で
も
冤

罪
の
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
死
刑
を
執
行
し
た
後
で
は
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　
足
利
事
件
当
時
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
の
精
度
は
、
一
〇
〇
〇
分
の
一
程
度
で
あ
り
、
一
〇
〇
〇
人
に
一
人
同
じ
血
液
型
が
存
在
し
て
い
た
。

さ
ら
に
こ
の
事
件
で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
試
料
そ
の
も
の
が
警
察
に
よ
り
す
り
替
え
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
な
に
も
、

こ
の
よ
う
な
大
き
な
事
件
だ
け
が
特
別
な
の
で
は
な
く
、
浦
和
の
覚
醒
剤
事
件
で
は
警
察
に
よ
り
試
料
で
あ
る
尿
の
す
り
替
え
の
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
浅
草
四
号
事
件
で
は
警
官
に
よ
る
偽
証
、
下
高
井
戸
放
火
事
件
で
は
警
察
に
よ
る
虚
偽
自
白
の
強
要
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
（
全
て
無
罪
が
確
定
）。
こ
の
よ
う
な
警
察
官
の
偽
証
事
件
で
は
、
検
察
官
が
偽
証
し
た
者
を
起
訴
し
た
と
い
う
実
例
は
見
ら
れ

な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
取
り
調
べ
全
過
程
の
録
音
、
録
画
化
、
物
証
・
試
料
の
保
管
、
全
証
拠
の
開
示
な
ど
、
透
明
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

宗
教
者
と
死
刑

　
宗
教
者
が
死
刑
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
一
つ
参
考
に
な
る
説
話
が
あ
る
。
そ
れ
は
テ
ー
ラ
・
ガ
ー
タ
ー
に
説
か
れ
る
ア
ン
グ
リ
マ
ー

ラ
の
説
話
で
あ
る
。

　
昔
、
コ
ー
サ
ラ
と
い
う
国
に
、
ア
ヒ
ン
サ
ー
と
い
う
青
年
が
い
ま
し
た
。
彼
は
、
青
年
の
時
、
あ
る
バ
ラ
モ
ン
の
弟
子
と
な
り
ま
し

た
。
真
面
目
で
従
順
な
彼
は
、
大
変
に
師
を
慕
っ
て
い
ま
し
た
。
師
の
妻
は
ア
ヒ
ン
サ
ー
に
想
い
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
師

を
慕
う
ア
ヒ
ン
サ
ー
は
そ
の
誘
い
を
拒
み
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
腹
を
立
て
た
師
の
妻
は
、
陰
謀
を
企
て
「
ア
ヒ
ン
サ
ー
に
襲
わ
れ
た
」

と
夫
に
告
げ
ま
す
。
怒
っ
た
師
は
、
修
行
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
「
千
人
の
人
を
殺
害
し
な
け
れ
ば
、
本
当
の
バ
ラ
モ
ン
に
は
な
れ
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な
い
」
と
ア
ヒ
ン
サ
ー
に
命
じ
ま
し
た
。
ア
ヒ
ン
サ
ー
は
、
師
の
命
令
に
従
っ
て
、
千
人
の
殺
害
を
実
行
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
殺
し

た
人
の
指
を
切
り
落
と
し
、
首
飾
り
に
し
て
い
た
彼
の
様
相
に
、
街
中
の
人
々
は
恐
れ
お
の
の
き
ま
し
た
。
人
々
は
い
つ
し
か
ア
ヒ
ン

サ
ー
の
こ
と
を
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
グ
リ
と
は
指
と
い
う
意
味
で
、
マ
ー
ラ
と
は
輪
と
い
う
意
味

で
、
つ
ま
り
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
と
は
、
指
で
つ
く
っ
た
首
輪
を
意
味
し
ま
す
。
九
百
九
十
九
人
の
指
を
集
め
首
輪
に
し
て
い
た
ア
ン
グ

リ
マ
ー
ラ
は
、
あ
と
一
人
で
千
人
の
指
を
集
め
バ
ラ
モ
ン
に
な
る
修
行
が
完
成
す
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
前
に
、
ブ
ッ
ダ
が
現

わ
れ
ま
し
た
。「
私
は
止
ま
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
む
や
み
に
生
き
物
の
命
を
奪
う
殺
生
と
い
う
行
い
は
止
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ア

ン
グ
リ
マ
ー
ラ
よ
、
お
前
も
止
ま
り
な
さ
い
」
と
諭
さ
れ
た
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
、
剣
を
捨
て
て
ブ
ッ
ダ
の
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。
ア

ン
グ
リ
マ
ー
ラ
が
ブ
ッ
ダ
の
弟
子
と
な
り
、
初
め
て
托
鉢
に
出
掛
け
た
日
の
こ
と
で
す
。
彼
が
歩
い
て
い
る
と
、
石
が
身
体
に
当
た
り

ま
し
た
。
彼
が
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
背
中
に
別
の
石
が
当
た
り
ま
し
た
。
そ
し
て
投
げ
ら
れ
る
石
の
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き

ま
し
た
。
う
ず
く
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
、
棒
で
叩
い
て
く
る
者
も
現
れ
ま
し
た
。「
坊
さ
ん
の
格
好
を
し
て
騙
そ
う
と
し
て
も
駄
目
だ
ぞ
、

ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
め
、
父
の
仇
だ
」
と
、
殺
さ
れ
た
九
百
九
十
九
人
の
家
族
に
よ
り
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
責
め
ら
れ
た
の
で
す
。
そ

の
姿
を
見
て
ブ
ッ
ダ
は
「
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
よ
耐
え
な
さ
い
。
お
前
は
地
獄
へ
行
き
何
万
年
の
長
い
間
受
け
る
は
ず
の
罰
を
今
受
け
て

い
る
の
だ
。
こ
れ
に
耐
え
て
こ
そ
、
お
前
は
本
当
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
の
だ
」
と
諭
し
ま
し
た
。
や
が
て
石
を
投
げ
る
者
は
い
な
く
な

り
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
の
過
去
を
知
っ
た
人
々
は
、
彼
が
罪
を
悔
い
て
懺
悔
し
、
戒
を
守
る
清
ら
か
な
姿
に
手
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
説
話
を
読
ん
で
解
る
よ
う
に
、
ブ
ッ
ダ
は
罪
を
懺
悔
し
た
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
を
許
し
、
そ
し
て
自
身
の
弟
子
に
迎
え
る
の
で
す
。

ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
は
社
会
的
制
裁
を
受
け
、
そ
の
彼
の
懺
悔
し
た
姿
を
目
に
し
た
人
々
は
次
第
に
彼
の
罪
を
許
す
の
で
す
。
日
蓮
聖
人
も

光
日
房
御
書
に
「
小
罪
な
れ
ど
も
、
懺
悔
せ
ざ
れ
ば
悪
道
を
ま
ぬ
が
れ
ず
。
大
逆
な
れ
ど
も
、
懺
悔
す
れ
ば
罪
き
え
ぬ
。」
と
仰
っ
て
い
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ま
す
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
宗
教
者
と
し
て
は
、
死
刑
で
は
な
く
犯
罪
者
に
懺
悔
を
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
の
上

で
、
終
身
刑
を
採
用
し
死
刑
制
度
を
廃
止
す
る
方
向
を
求
め
ま
す
。

最
後
に

　
死
刑
と
い
う
も
の
に
は
世
界
情
勢
、
冤
罪
問
題
、
宗
教
的
知
見
の
相
違
な
ど
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
、
今
回

の
発
表
が
死
刑
制
度
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
実
際
に
犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
た
方
の
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
遺
族
の
方
に
は
、
死
刑
問
題
に
つ

い
て
様
々
な
意
見
を
お
持
ち
の
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
、
発
表
内
容
を
不
快
に
思
わ
れ
た
方
が
あ
る
な
ら
ば
陳
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

※
１
、
通
常
の
犯
罪
に
対
し
て
の
み
の
廃
止
国
と
は
、「
軍
法
下
の
犯
罪
の
よ
う
な
、
通
常
と
異
な
る
裁
判
手
続
き
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
例
外
的
な

犯
罪
に
つ
い
て
の
み
、
法
律
で
死
刑
を
規
定
し
て
い
る
国
」
の
こ
と
。
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